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年

頭

の

ご

挨

拶

ー

大

東

北

地

区

屋

外

広

告

美

術

業

組

合

連

合

会写

会

長

（
福
島
県

株）
ク
リ

コニ
イ
フー

J邦
ダ
イ
ワ

二
O
二二

年

の

年

頭

にあ

た
り

、
昨

年

の

皆

様

の

ご
協

力

に深

く

感謝申

し

上
げ
ます

と
とも

に
、

今

年
も

皆

様
に

と

っ

て

希
望
に
満

ち
た良

い

年

に

なり
ます

よ

う
衷
心

よ

り
ご
祈
念
致

し

ます。

二
O

一
一年

三
月
会
長
の

職

に就

い

て

、
早
二

年

が過ぎ

よ

う

と

し

てお

り
、

役
員・
会
員
の

方
々
に
は

、
こ
の

問 、
支
えて

いただ

き
ま

し
た
こ

と

に改めて

御
礼
申

し

上
げ
ます。

特

に
、

各
委
員
会

の

方
に々

は

、
東
日
本
大
震
災
の

復
旧・
復
興
の

ため行
動す

べ
き

と

ころ
、

年

間
行

事
活
動

に尽

力

され
ま

し
た
こ

と

に感謝

し

、

そ

し

て

、
今

回
も

啓
発
委
員
会
の

方
々
に

お

か
れ
ま

し

て

は

、

ご

多

用

の

と

ころ
、

ま

た厳

し
い
予
算
の中

、無

事
機

関紙

を

刷

り
上
げ
る

こ

と

が
できま

し
た
こ

と

に重ねて

御
礼
申

し

上
げ
ます。

「
復
興
元

年

」

と

位
置
づ
け

ら

れ

た
二
O
二

一
年

。

現
在

も

余
震

が

続
き 、
東
日
本
大
震
災・
原
発

事
故

か

らも

二

年

が経

と

う

と
し

て

い
ます

が
、

最
重
要
課
題

である

が
れ
き
処

理
は
進
ま
ず 、
福
島
県

に

お

い

て

は

、

い
ま
だ
原
発
収
束
の

目
途

も

つ

かず 、
十
五
万
人

も

の

人
々
が県内
外

に避難

を

余
儀

な
く

されてお

り
ます。

ま

た
、

期
待す

べ
き
国
政

は

、
消
費
税
増
税
や
復
興
財
源
の

流
用 、
復
興

を

具

に

し
た政争
等 、
「
復
興
元

年

」

に
は

、
ふ
さ

わ

し
くない

も

の

が

目
立

ち
、

復
旧

を

遅

ら

せ
る

年

に

な
っ

て

し

ま

っ
た

と

思

う 。

そ

し

て

、
十

一

月

に
は

、
衆
議
院
解
散 、
十
二
月
十
六
日
選
挙 、
結
果
自

民
党
の

大
勝 、
第
二
次
安
倍
内
閣

が発足す

る

年

と

なり
ま

し
た

。

し
か

し

、

そ

の

よ

う

な

年

に

お

い

て

も

岩
手
県・
宮
城
県
の

が
れ

き
処

理
は

、
ま
だ
ま
だ

一

部

の

地
方自
治
体

で
は
あ
る

が
、

試
験
焼

却

し

、
放
射
性
物
質
濃
度

を

測
定

し

て

安
全
性

に問題

ない
こ

と

を

前
提

に受け入れ
る

と

ころ

が
、

よ

う
や

く
出

て

きて
お

り
本
当

に

うれ

し
く

、

感謝
す

る
次
第

で

す

が
、

安
全

な
が
れ
き

に
つ

い

て

は

、

一
日

で

も

早

く

全
国
の

自
治
体

に受け入れてほ

し
い

と

切
実

に望

む

も

の

であ

り
ます。

そ

し

て

、
福
島
県
の

原
発
災
害

に関

し

て

は

、
や

っ

と

復
興
庁 、

特
区 、
福
島
特
措
法

が
でき 、
県
内
経
済

は
復
興
需
要
の

本
格
化 、

補
助
金 、
賠
償
金

な

ど

に支え

ら

れ
着
実

に

回

復

し

つ
つ
あ

り
、

先

行
き

も

復
興

関連需
要
の

増
加

か

ら

回

復
に
向
け

た動き

が

続

く
も

の

と

思

わ
れ
ます。

ま

た
、

最
優
先
課
題
の

県
内
の

放
射
能
除
染
作

業

も

中

間
貯
蔵
施
設
の

設
置
場

所選定
に
目
途

は
立
つて

はい

ない

が
、

次
第

に各市
町
村

ご

と

に実施
され
る

よ

う

に

なり
ま

し
た

。

これ

に
つ

い

て

今

年
は

、

よ

り

一

層 、
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ

プ

と

仮
置
き

場
の

確
保

に

よ

り
生
活
空
間

に

お

ける
放
射
線
量

を

低

減

す

る
こ

と

、

子
供

を

一

番

に県民
の

健
康

を

放
射
能

か

ら

守
る
こ

と

、
食
の

安
全

を

確
保す

る
こ

と

及
び
農
産
物

な

ど
へ
の

風
評
被
害

を

払

し

よ

く

す

戸

男

る
こ

と

な

ど
安
全

で安心

し

て

暮

ら

せ
る
環
境
の

実
現
の

ため 、
行

政

に
は
努
めてほ

し
い

と

思

い
ます。

ま

た
、

昨

年

暮れの

第
二
次
安
倍
内
閣

が発足

し

、
復
興
大
臣
や

少
子
化
担
当
大
臣
に
東
北
議
員
の

任
命

に期待

を
し

、
復
興
財
源

に

よ

り
迅
速

な

東
北
復
旧・
復
興
の

た
め

に使

っ

てほ

し
い

と

切

に

思

い
ます。

そ
れ

は

、
今

年

の

参
議
院
選
挙

に向け
て

だ
け
の

動
き

で

は
ない
こ

と

に期待

し
た
い

も

の

で

す
。

震
災
以

来
、

よ
く

「
粋
l

糸へ

んに
半

と

書
き 、
お

互

いに半分

づ
っ
の

糸

を

結
び
あ
う
こ

と

。
」

と

い
う
言葉

を

耳

に

し

ます。

日
本

は
火
山
帯
の

上

にあ

り
地
震
や
台
風

な

ど
日
常
の

こ

と

、
自
然
へ
の

畏
敬
の

気持

ち

を

持

ち
、

自
然

と

共
生

し

て

いか

な

けれ
ば

なり
ま

せ

ん

。

地
形
的

に

も

地
震

な

ど
の

自
然
災
害
の
無

い
西
欧

で
は
自
然

と

は
征
服す

べ
き

も

の

、

そ

し

て

強

い

も

の

だ
け
が生き
残
る

と

い

う
狩
猟
民
族
の

発
想 、
つ
ま

り
個
人主
義 、
物
質
主
義

で
は
日
本

で

は
生
きて

い
けま
せ

ん

。

私
た
ち

の

社
会

は
助
け

合
い

、
粋

があ

っ

て

こ

そ

成

り
立
つ

も

の

である
こ

と

が今度
の

震
災

で

よ
く

示
され

た

と

思

い
ます。

昨

年
も

日
本
各
地

に

お

い

て

、

い

ろ

い

ろ

な

粋

を

確

か
め
る
応
援

イ

ベント

が開催
され

、
元

気づ
け

ら

れ
ま

し
た

。

そ

し

て

これ

か

ら

ます

ます

粋

を

強
め
る

た
め 、
ま

た風化
さ
せ

ない

よ

う
国

も

一

層
国
政

に反映
さ
せ 、
世界

か

ら

支
援

をいただき 、
マ
ス
コ
ミ
に

よ

る
全
国
民へ
の

働
き

かけ
の

協

力

等

が必要

であ

り
、

そ
れ

に報

い
る

ため

に

も

、
期
待ば

か
り

を

す

る
の

で
は
な
く

、

わ
れ

わ
れ
被

災
者

も

何

が
できる

か考え 、

そ
れ

を

行
動

に移
す

努

力

を
し

て

い

か

な

けれ
ば

な

ら
ない

と

思

い
ます。

最
後

に
、

今

年
も

歴
代
の

会
長

をは
じ
め
役
員
の

方
々

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、
会
員
の

皆

様方
の

長

年

に
わ
たる地
道

な

活
動

に敬意

を

表

し

、
創
立
当
初

か

ら

脈

々

と

受
け

継
が
れて

い
る

そ

の

志
や
熱

意

を

忘れ
る
こ

と

な
く

、
時
代
に

合
わ
せ
る

も

の

は合
わ
せ 、
変
え

て

は
な

ら
ない

も

の

は
維
持

し

、
後
世

に正確

に引き

継いで
いか

な

けれ
ば

な

ら
ない

と

思

い
ます。

そ

し

て

、
企

業経営
に

は
足
元

を
し
っ
か
り
見
据
え 、
東
北
人

な

ら

で
は

の

新

し
い
発
想
の

も

と

、

中

小
企

業

の

持

ち味

である
旺
盛

な

チ
ャ

レ

ン
ジ
精
神

と

創
造
性

そ

し

て

柔
軟
性

を

発
揮す

る
こ

と

が必要

であ

り
ます。

これ

を

忘れ

ず 、

よ

り
一
層 、
当
連

合会活
動

に遁進

し

、
地
域
経
済

に貢献

し

て

参
る

た
め

に

も

お

ひ

と

り

お

ひ

と

り

の力

が大切

であ

り
、

皆

様

方
の

活

力

が不可
欠

で

すの

で
、

今
後

とも

御
指
導 、

ご
鞭
握 、

ご

協

力

のほ

ど

よ

ろ

し
く

お

願

い
申

し

上
げ
ます。
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「

第

三

十

五

回

東

北

六

県

公

共

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン
」

の

審

査

を

終

え

て

東
北
芸
術
工
科
大
学

岡

真

宏

教
授

田

平成

二
十
四

年

十
月
二
十
四
日 、
第
三
十
五
回
東
北
六
県
公
共
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
作
品
審
査
会

が山形
市
J
R
東
日
本
山
形
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路

に於

い

て

行

わ
れ

た
。

「

が

ん

ば
れ
！
日
本」
の
統

一

テ
l

マ

で製作
され

、
東
北
六
県

か

ら

選
抜
され

た

力

作

が展示
され

た会場

は
圧
巻

であ

っ
た

。
審
査

は
国
土

交
通
省
の
佐
藤
匡
氏 、
福
島
県
屋
外
広
告
美
術
協
同

組
合
理
事
の
野
地
良
三
氏

そ

し

て

私
、

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
岡
田
真
宏（
審
査
員
長）
の
三
名

で行

っ
た

。

作
品
の
審
査
基
準

は

、
発
想
（

ア

イ
デ

ア

） 、
芸
術
性
（
デ
ザ
イ
ン） 、
効
果

（
実
用
性） 、
技
術

力

（
仕
上

が
り
）
の
四
項
目

で
、

作
品

ご

と

に各

々
に
五
1

一

の
点
数
評
価

を
し

、

合計点

を

出す

方式

で行

っ
た

。
審
査
の
公
正

を

期す

ため 、
三
人の
審
査
結
果

を

作
品

ご

と

に集計

し

、
高
得
点

を

得

た作品

を

賞

候
補

と
し

て

選
び
出

し
た

。
選
出
され

た作品

は
秀
作
揃

いで
、

賞
の
決
定

は

激
戦

を

極
め

た
。

公
共
広
告

に於

い

て

必
須

である
オ
リ
ジ
ナ

ル

性

を

重
視

し

、

三
社

で
さ

ら

に
協
議

を

重
ね
上
位
三
賞

と

優
秀
賞

を

決
定

し
た

。

最
高
賞
の
国
土
交
通
省
大
臣
賞

は
岩
手
県
の
日
美
画
房（
製
作
者小
田
島
凌

一）

が受賞

し
た

。
「
海

は
黒

か
っ
た
」

と

い
う
鮮
烈

な

コ
ピ
ー

に呼応す

る

よ

う

に絵柄

が展開す

る。
画
面
右

に
は
立
体
的

に作

ら

れ

た
、

ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ

タ
の
口

を

思

わ
せ
る
重
機
の
先
端

部が
あ

り
、

そ
れ

が真紅
の
珠

を

掴
み
取ろ

う

と
し

て

い
る。

そ
の
図

は
あ
の
大
震
災

で生じ

た巨大
津
波

に

よ

っ

て

黒

い

海

に引き
去

ら

れ

た「東
北
の
魂」

を

救
う
光

景であ

っ
た

。

（
社）
日
広
連
会
長
賞

は
福
島
県
の
東
北
テ
ン
ト

株
式
会
社（
制
作
者伊
藤
盛

人）

に決ま

っ
た

。
未
曾
有
の
災
害

で傷つ

いた東日
本

を

優

し
く

包
み
込
む

傷
テ
l

プ
の
絵
柄

は

、

私

達

の
心

を

和
ま
せ
る。

そ
こ

か

ら

再
生
の
エ
ナ
ジ
ー

が立

ち
上

が
っ

て

く

る

よ

う

であ

っ
た

。

そ

し

て

東
北
地
区
連
会
長
賞

に
は
福
島
県
の
株
式
会
社

ア
ル

ス・
プ
ロ
グ

レ

ス
（
制
作
者篠
崎
拓）

を

選
出

し
た

。
作
品
の
大

部

分

を

占
め
る
黒
板

に書

か
れ

たチョ
ー

ク
の
文
字

か

ら

惨
み
出
る
暖

か
い
優

し

さ

は

、

人

と

人

と

の
繋

が
り
の
大
切
さ

を
感じさ
せ

た
。

震
災
直
後

か

ら

、
家
族
や
知
人の
安
否
情
報

を

求
め
さ
迷
う
中

で
、

最
大
の
情
報
源

は
避
難
所

と

な
っ
た学校

な

ど
の
施
設

の
黒
板

に書

か
れ

た情報
や

張

り
紙

であ

っ
た

。

そ
れ

に

よ

っ

て

喜
び
の
再
会

を

果

た

し
た人

達

がどれ
程

いた
であ
ろ

う 。

ま

た

も

う一
歩
の

と

ころ

で
上
位
三
賞

を

逃

し
た

と

はい
え 、
強

い感動

を

受
け

た
五
作
品

を

優
秀
賞

と
し
た

。

こ
の
度
の
公
共
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
審
査

に携

わる

な
か
で

、

そ
れ

を

企

画 、
運
営
され

た皆

様

と

、
出
品
され

た全
て

の
方
の々
復
興

に向ける
熱

い

思

い

を
感じ取
る
こ

と

が出

来
た

。
会
場

と

な
っ
た山形
駅
の
東
西
連
絡
自
由

通
路

は
会
期
中

、
東
北
の
エ
ナ
ジ
ー

発
信
地

と

な
っ
た

。

お
の
四u

身絵語格H命
。

て’市山
ペ
拾

麗
句

、自悲
しお
いb

留めの
砂
を

払＇｝ち
をb

iヒ
愛治

君を見守る復興のお守り

TO���！，：！�D. 
告Z

優秀賞
「がんばれ！日本J福島県（葡コパヤシ広芸

第3位 東北地区連会長賞
「がんばれ！日本」福島県側アルス・ブログレス

第2位 （ー社）日広連会長賞
「がんばれ！日本J福島県東北テント側

， •> 

eぅ
I 
‘6 

'i.: 

II 
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胸
錦町

；沿
優秀賞

「がんばれ！日本」福島県伺ア夕、ツプ

フメ；
優秀賞

「がんばれ！日本J青森県側工ーアイサイン

優秀賞
「がんばれ！日本J福島県側クリ工イティブダイワ

優秀賞
「がんばれ！日本J青森県側アート・サイン

国桜井株式会社
仙台支店
〒983-0043仙台市宮城野区萩野町1-19-1
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（営業品目〉
看板材料 ・ 塗料

椋式会社スター商事
青森営業所
干030・0955青森市駒込桐ノ沢22-3

仙台営業所
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米津健司

代表取締役会長

代表取締役社長

Viewcal900・880・560シリーズ
Hi Lucky • NEWLuckyCo I or Sheet 

インクジェットメディア SGJET・LSJET・LLJET
ラミネートフィルム LAGプロテクト・LAGマウント
オリジナJレ壁紙 WALJET(Fすす女合等級大臣認定番号取得）
高輝度LED Bandi I ight F-LED（完全防水タイプ）
プリントら力ツトソフト スターシリウスシステム
インクジェットプリンターら力ツテインヴプロッタ

社／岩手県盛岡市上堂1丁目19の55

TEL(O 19) 647聞4265（代） FAX (019) 645・2948

本

マーキングフィルム

水沢営業所／岩手県奥州市水沢区東大通3丁目1の2 7

TEL (O l 97) 25・6151 FAX (0197) 25・6157

仙台宮業所／宮城県仙台市若林区卸町東1・9・35

TEL (022) 232-7841 FAX (022) 232・7843



号］

真写初
稔

巾
制引

町臨
港

開
一伽
で
平

内
文
稚
礼

「れ
星邑
同

森

24 

「
同J
HM
O
の
町
内山
口
。
口
問
。
。同
ω
。
句
。
ω
号
。山
内凶」

青森県屋外広告美術業協同組合

専務理事・啓発事業委員会副委員長
木村光徳

（青森県
側工｜アンド工ム）

［第く

五
十
歳

に

な
っ
た

ら

計
画

し

て

い
ま

し
た

。

当
時 、
委
員

に選任
されて

いた情報
化
推
進
小
委

員
会
の

会
議

に
出
席す

る

ため

に千歳
空
港
近

く

の

ホ

テ

ル

に泊ま

っ
た時以
外

は

す

べて

テ
ン
ト

泊
ま

り
、

食

事

も

基
本
的

に朝昼
晩す

べて

自
炊 。

会
社
ス
タ
ッ

フ

が

一

生
懸
命
働

い

て

く

れて

い
る
の

にウニ
井

なん

て

食べて

いた

ら

罰

があ

たる、
雨

は

も

ち

ろ

ん

台
風

で

も

走

り
続
け

た
、ほ

と

ん

ど
修
行

に近

い
旅 。

五
十
歳
と
決
めて

いた
理由

は

、
父

が死

ん

だ
の

が

五
十
歳
だ

っ
た
か

ら
な

の

と 、
や

はり
五
十

年

目
と

い

「
実
行
！」

と 、
数

年

前

か

ら

ほつと(3) 2013年（平成25年） 3月22日

う
人生

に足あ
と

を

残

し
た
か
っ
た
か

ら

。

義
名
分 。

一一
O

一
一年

に三十

一

泊
二
九
0
0
キ
ロ 。

二
O

一

二

年

の

全
国
大
会

が北海
道
開
催
だ

っ
た
こ

と

に
か
こ
つ
け
て

十

一

泊

一

二
0
0
キ
ロ 、

合計

で
四

十
二
泊
四

一

0
0
キ
ロ

を

走

っ
た

。

こ

ん
な

旅

が
でき

た

の

は
会
社
を
安
心

し

て

任
せ

ら

れ
る
ス
タ
ッ
フ
達
のお

陰 、

私

の

一

番
の

自
慢

で

す

！

ス
タ
ッ
フ
の

皆

に
は
改
めて

感謝
。

興
味

がある
方

は
ブ
ロ
グ

に旅
の

記
録

を

残

し

て

あ

り
ますの

で
、

ご

覧

いただけれ
ば
幸

いで

す
。

と
言う
大

lOOKmの間コンビニも店も忽い

�エックスレンタカー
制｜越しt.i’暢Clif�・”o
鞠�t9旬以鴎！！

加ELW
’

 

h咽，”u’

 

’EUV

 

エックスレンタリース北都株式会社
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福島営業所TEL 024-545-7755 会津営業所TEL 0242-33-3711 
郡山営業所TEL 024-935 -3711 米沢営業所TEL 0238-23-4711 
いわき営業所TEL 0246 -25 -5333 山形営業所TEL 023-624-0151 
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筆の先生Eマルチポップが統合むて
さらにf吏いやすく高検能に

尚昆占：し
3つの特長で強力アピール
l ).32インチ高輝度八イビ、ジ‘ョンモニター
2).LED電光掲示板
3).HiFiスピーカー

サイン・看板業様向けに27年の長きに渡り、御愛顧頂いている「マルチポップ」、冠婚
葬祭業様・生花業様・ホテル・結婚式場様など、幅広い業界にお使い頂いている
「筆の先生」。この二つが統合した その名も！その名も！「筆の先生Pro/Prov」
豊富な作図機能と力ツ卜＆プリン卜にも対応して、幅広い看板製作業務を迅速にサポー卜。

・屋外対応型
・バリエーションも充実

32インチ壁付タイプ・23インチタイプ

・コンテンツ
初回分は無料サービス

ターキーピ、ジ、ヨン以外の機種もご、ざいます

ぜひとも、ホームページでご確認ください

「筆の先生Pro/ProV 」 で作成した I USBメモリやネットワークを
データもそのまま表示できます。 l

l離れた場所のデジタルサイネージ
司、

に配信するシステムです。

動画／静止画／テロップ等の

映像情報を簡単作成。

総合サイン・LED資材開発・販売・輸入コンサル

顎アイ・工ス・パートナー
...o1:AIKOUGεz Group 

http://www.is-part.com TEL.03-5917・3680 saies@is-part.com 

��p 

－各種出力サービス
のぼり他

－システム販売
SI卜Roland·MIMAKI 
仁anon·HP他

各メー力一取扱い

メr顎日牢ノフイ諸説5

－看板用資材
・インクジ、工ツ卜メディア
アルミフレーム他

販売・製作致します！！
宮城県仙台市宮城野区福室3-16-22-101
TEL 022-254-7128 /FA×022-254・7138
http://www.nspop.co.jp sendai@nspop.co.jp 
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「
時
代
の
落
伍
者
？」

駄
岡県屋外広告美術協同組合

理事、
啓発事業委員長
照井
勉

（秋田県
テルイカンパン嗣）

く

今
さ

ら

何

を

言

っ

てお

る
、

時
代
錯
誤

も
は
なは
だ

し
い

と

お

叱

り

を

受
ける

か

も

知れ

ない
けど

、

コ
ン

ピ
ュ
ー

タ

が苦手

である。

も

っ

と

正
確

に言えば
、

ほ

ん

の
少

し
し
か
出来

ない

の

だ 。

日
常
デ
ザ
イ
ン

な

ど

にま

っ
た

く

縁
の

ない
友
人知
人

、

会
社

関
係

の

皆

様

の

こ
こ
最
近
の

年

賀
状

、

い

く

ら

プ
リ
ン
タ
ー

が手

頃

に

なり

、

様々

な

デ
l

タ

が使用

できる

よ

う

に

な
っ
た

と

は
言え

、

そ
れ

を

ま

た

ア

レ

ン
ジ

し
た
り
加

工

し
た
り

し

て

素
晴

らし
い
出来栄え

な

の

だ 。

使

い

こ

な
し

て

い
る
の

だ 。

数

年

前
、

友
人
の

看
板
店
社
長

が言

っ

て

いた

。

内
臓
されて

い
る

様々

な

機
能
の

う

ち

、

使

い
こ

な

し

て

い
る
の

は

ほ

ん

の

一

部で

し
か

ない

と

。

驚

いた

、

彼
の

複
雑

な

デ
ザ
イ
ン

に

し

て、

そ

ん
な事

を

言う
の

だ

か

ら

。

だ

と

す
れ
ば
俺
の

や

っ

て

い
る
こ

と

な

ど
、

デ
ザ
イ
ン

で

もなんで

もな
く

、

ア

ナ
ロ
グ
の

延
長

で

し
か

ない

の

だ 。

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の

入

り
口

で

お

ろお

ろ、

うろ

うろ

し

て

い
る
初
老
の、

時
代

に置

い

て

き

ぼ

りにされ

た老
人
で

し
か

ない

の

だ 。

努

力

が足

り

ない

と

お
思

いで

し

ょ
う

、

確

か
に
そ
れ

も

あ
る

、

が

一

度
教
えて

頂

いた

の

を

、

そ

の

時

は
ど
う

に
か物

に

し

て

も

、

後
日

も

う
忘れて

い
る
の

だ 。

そ

の

時
の

メ

モ

をた
ど

り

な
が

ら

マ
ウ
ス

を

動

か

し

て

も

一

向

に言

う

事

を
聞い

て

く

れ

ない

。

だ

か

らも

う
開
き
直

っ
た

。

写
真
等

を

取

り
込

ん

だ
俺

に

と

っ

て

複
雑

な

物

は

、

若

い
友
人
の

看
板
屋
さ

んに
頼
む
こ

と

に

し
た

。

だ

か

ら

進
化

し続
ける
ス
マ
ホ

な

る

も

の

に
は

、

興
味
以
前

に

恐
怖
さ
え
覚
え
る。

使

い
こ

な

す

と

い
う
こ

と

で

、

以
前

か

ら

気
に

な
っ

て

いた

ア

ー
テ
ィ

ス
ト

が
いた

。

そ
れ

は
音
楽
家
ジ
ミ・

ヘ
ン
ド
リ

ッ

ク
ス 。

一
九
六
0

年

代
、

今

か

ら

四
十

年

以
上

も

前

に活躍

し
た
ロ

ッ

ク
ギ
タ
リ
ス
ト

だ 。

ク
ラ

プ
ト
ン

は
ギ
タ
！

と

仲
良

し
で

、

黒
人
の

ブ

ル

ー
ス

を

ほつと号］24 ［第

尊
敬

し

影
響

を

受
け

な
が

ら

自
分
の

も

の

に

し

て、

楽

し
く

て

し

ょ
う

が

ない

と

自
由

にギタ
ー

を

弾

い

て

い

る

よ

う
だ

が

、

ジ
ミ

は
違

っ
た

、

ギ
タ
ー

を

従
え

た

の

だ
、

エ

レ

キ
の

持

っ

て

い
る
微
細

な

も

の

か

ら

豪
放

な

も

の

ま

で

、

あ

ら

ゆ
る
エ

レ

キ
の

可
能
性

を

引
き

出

し

、

狩
猛

な

野
獣

を

調
教す

る

か

の

よ

う

に

、

見

事
に人
々

の

前

に音

を

現

し
た

の

だ 。一

九
六
九

年

夏
の

ウ

ッ

ド
ス
ト

ッ

ク 。

三
日
間
開
催

され

た豪雨
の

後
の

ト
リ 。

圧
巻

は
何

と

いっ

て

も

（
記

憶
違

い
だ

っ
た

ら

ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ）

ア

メ
リ
カ
国
歌

、

ジ
ャ
ズ
の

ア

ド
リ
ブ

と

は
ま

た違

っ
た即興

が

なん

と

も
い
い

。

心
臓

がえぐ

り
取

ら

れ
る

よ

う

に

、

人
の

心

の中

に潜み
、

今
ま

で
出

て

く

る
術

を

知

ら
な
か
っ
た

感情

が呼び
覚
ま
され

た

よ

う
だ
つ

た

。

ア

ー
テ
ィ

ス
ト

は
個
性
的

である
、

凄

い人

ほ

ど
個

性

が際立

っ

て

い
る。

ジ
ミ
の

音
楽

も

ま

たジミ

で

し

か

ない

。

そう

い
えば
個
性
的

である

事
こ

そが芸術

と

い
え
る
の

か

も

知れ

ない

。

影
響

は
良

し

と
し

て

も

模
倣

は
駄
目
だ 。お

笑

いで

な

ら

許
され

もし

よ

う

が
。

絵

で言う

な

ら

ば
ゴ

ッ

ホ

が極め
つ
け

である。

あ
の

筆
致

は
ゴ

ッ

ホ
だ
け
の

も

の

で

、

後

に

も

先

に

も
い

な

い

。

只
日
本

に印象
派

が紹介
され

た頃

は

、

勉
強
の

為
の

模
写
や
似

た

よ

う

な

や

り方

を
し
た画家

はいた

らし
い

。

ゴ

ッ

ホ
、

そ
れ

は

レ

ン
ガ
積
み
職
人
の

よ

う

に地道

に実直

に

、

常

に物

事

を

考
え

レ

ン
ガ

を

積
み

重
ねて

行

く

作

業
に

も

似て、

崇
高

でさえ
あ

っ
た

。

只
同
じ
印
象
派

で

も

モ
ネ
や

ル

ノ

ア

i

ル

に影響

を

受

け似

た

よ

う

な

絵

は
今

で

も

プ
ロ

に

も多
い

し

、

ア

マ

チュ

ア

に

も多
い

よ

う
だ 。

これ

は
決

し

て
無

個
性
の

事
で
は
な
く

、

ゴ

ッ

ホ
の

よ

う

に命

を

賭
け
て

ま

でや

る
人

は

少

ない

と

い
う
こ

と

だろ

う
、

趣
味
の

世界

で

印
象
派
風

に描

く

の

は
楽

し
い
こ

と

だ

し
そ
れ

はそ
れ

で
い
い事

な

の

だ 。

ジ
ャ
ズ
ピ

ア

ノ
の

セ
ロ
ニ

ア

ス・
モ
ン
ク

も

ま

た個

性
的

な

一

人だ 。

エ
リ
ン
ト
ン

は
ス
イ
ン
グ

が

な

けれ

ば
意
味

は
ない

と

ま

で言

っ

て、

同
名
の

曲
ま

である

く

ら

い
だ

が

、

当
時
ノ
リ

が
い
い
音
楽
の中

で
モ
ン
ク

が
出

て

き

た時

に
は

お

どろ

いた
ね
l 。

ない

。

だ

か

らも

う
開
き
直

っ
た

。

写
真
等

を

取

り
込

ん

だ
俺

に

と

っ

て

複
雑

な

物

は

、

若

い
友
人
の

看
板
屋
さ

んに
頼

む
こ

と

に

し
た

。

だ

か

ら

進
化

し続
ける
ス
マ
ホ

な

る

も

の

に
は

、

興
味
以
前

に恐怖
さ
え
覚
え
る。

最
初

は
賛
否
両
論
あ

っ
た

らし
いが

、

聴

い

て

い
る

う

ち
に癖

にモン
ク

は
な

る
の

だ
、

何

か別
の

角
度

か

ら

物

事

を

見て

い
る

よ

う

な

、

こ

ん
な

の

も

有

りか
つ

て
。

今

で

も

好
き

な

ピ

ア

ニ
ス
ト
の

一

人だ 。

なん

だ

か話

が主題

か

ら

遠

ざか
っ

て

い
る

よ

う

で

す

が

、お

許

しを

。

言

いた
い
こ

と

は

、

俺
の

知

ら
ない所
で

、

小
さ

く

な
っ
た地球

と

い
う
世
の中

が

、

と

て

つ

もな
く

膨
大

な

情
報

を

撒
き
散

らしな
が

ら

、

加
速
度
的

に回

っ

て

い
る

と

い
う
こ

と

だ 。

四
十
五

年

前
高
校

を

卒

業

し

て

入

っ
た会社

に大き

な

ボ

ッ

ク
ス
の

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

ら

し

き

も

の

があ

っ
た

。

も

ち

ろ

ん

使
う
人

は
大
学

出

の

エ
リ
ー
ト

だ

っ
た

と

思

う

が

、

確

か紙テ
ー

プ
の

よ

う

な

も

の

に穴

が開

い

て

い

て

そ
れ

がデl
夕 、だ

っ
た
り

し
た

の

、だろ

う 。

こ
の

半
世
紀

、

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

が牽

引

し

、

世
の中

変

わ
っ
た

な

と

今
さ

ら
な
が

らし

み
じ

み
思

う 。

つ

い

て

行
け

ない

、

これ

が

年を

と

っ
た

と

い
う
こ

と

な

の

だろ

う 。

し
か

し

だ
、

先
日
の

ラ
ジ
オ

にクラ
プ
ト
ン
六
十
七
歳
の

ノ
リ
ノ
リ
の

音
楽

が入

っ

て

いた

、

そう

か

、

と

気

を

取

り
直

し
た

、

年

齢

で
は

ない

ん

だ
、

自
分

で
出来るこ

と

を

、

肩
肘

張

ら
ない

でや

っ

て

い

く

こ

と

なん

だ

な

と

、

改
めて

音
楽
の

素

晴

らし

さ

と

人

と
し

ての

生
き

様
に触発
され

た

の

で

し
た

。

オ
ソ
マ
ツ 。

ストロングクロス （ポリエステル100%)
水性／油性塗料、スクリーン印刷、マーキングフィルムの貼付に

ご使用頂ける高級懸垂幕素材です。

従来の綿カツラギと比べ強度も強く、屋内・外でご使用頂けます。

品 名 ｜ 巾 × 長さ

スト口ンゲクロスE1oo I 1 OOcm×25/50m 巻
スト口ンゲクロスE130 I 130cm×25/50m 巻

口CJ口 名 巾 × 長さ

日広連印A キャラコ 92cm×115m乱

日広連印B キャラコ 92cm×115m乱

日広連印C 天 竺 115cm×115m舌L

日広連印D 天 竺 137cm×115m苦L

日広連印キャラコ （綿100%)
塗料のノビがよく、渉みがない看板製作に最適なキャラコです。

インクジェットキャラコ （綿100%)
日広連印キャラコC・Dをインクジェット用にスリッタ－加工で仕上げて

あります。（3インチ紙管）

各プリンターメーカーの新型インクで出力頂けます。

品 名 ｜ 巾 × 長さ

インワジ’工ツ卜キャラコ1100 I 11 Ocm×38m乱巻

インクジェットキャラコ1300 I 130cm×38m乱巻

力ッテイングキャラコ （綿100%) （樹脂コーテイング〉
マーキングフィルムの貼付はもちろん、水性／油性塗料での手書き・

印刷ができます。裏面には機水処理を施してあるので汚れにくく屋外

でもご使用頂けます。
ロ λ7日日 fコ

カッティンヴキャラコ

カッティンゲキャラコ

一
巻一
巻

－
EEL－
aEb
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FAX 019-643-8909 
FAX 018-823-8460 
FAX 024-524-0938 

ご注文は所属の各組合へお願いします
FAX 0176-20-1812 岩手県屋外広告美術業協同組合TEL 019-645-3140 
FAX 022-299-5433 秋田県屋外広告美術協同組合TEL 018-823-8458 
FAX 023-615-3125 福島県屋外広告美術協同組合TEL 024-524-0937 

青森県屋外広告美術業協同組合TEL 0176-20-1811 

宮城県屋外広告美術協同組合TEL 022-257-0437 

山形県屋外広告美術協同組合TEL 023-615 3120 

大阪府貝塚市浦田1 7 9番地

FAX. 072-433-3222 

寄597-0061

TEL. 072-433-1199 

株式会社サンビッグ
http:/ /www.sunbig.co.jp 

商品についてのお問い合わせは



号］24 ［第

「
ブ
ラ
ン
ド」
メ
ッ
セ
ー
ジ」
発
信
の
お
手
伝
い

宮脇田照屋外広告美術協同組含川村弘逸

（宮城県
側東北電広社）

く

こ
こ
数

年

、
『
あ

な
た

と

、
コ
ン
ビ

に
、

0
0
0』

『
コ
コ
ロ

も

満
タ
ン

に
』
『

お

、
ね
だ

ん

以
上 。
0
0
0』

等
の

ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

を

皆
さ

んは

、
目
や
耳

に

し
た
こ

と

がある

と

思

い
ます

。

ブ
ラ
ン
ド

と

は

、
自
分
の

家
畜

な

ど

に焼印

を

施

し

他
者

と

区
別す

る

ため

に行

わ
れ

た
b
r
a
n
d
e
r

が起源

であ

り
、

こ
の

こ

と

か

ら

他
の

売

り
手
の

製
品・

サ
ー

ビ
ス

を

識
別

し

、
競

合各社

と

の

差
別
化
の

意
味

を

持
つ

よ

う

に

なり
ま

し
た

。

さ

ら

に
、

ロ
ゴ

な

ど
の

シ
ン
ボ

ル

や
デ
ザ
イ
ン

と

組

み

合
わ
せ
る
こ

と

で顧客

に安心

感

を

与
え 、
ブ
ラ
ン

ド

に価値

が生まれ
る

よ

う

に

な
っ
た

と

言

わ
れて

い

ます
。つ

ま

り
、
、ブ

ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

と

は

、
他
社

と

の

差
別
化 、

存在価
値

を

生
む

ため

に伝え

た
い
内
容

を

表

し
た言葉

で

す
。

な

ぜ
企

業
は
ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

を

定
め
る
の

で

し

ょ
う

か
。

ブ
ラ
ン
ド

価
値

を

高
めて

い

く

こ

と

は

、

他
のお

店
や
企

業
で
は
な
く

自
社

を

選

んで

く

だ
さ
る

わが社
の

フ
ァ
ン
の

創
造

に繋

がる

ため 、
経
営
戦
略

と
し

て

も

重
要

な

課
題

と

な
っ

て

い
る

か

ら

で

す
。

以
前 、

、ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

を

刷
新

し
た

、
某
有

名
会
社
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・
リ
ー

ダ
ー

か

ら

ブ
ラ
ン
ド

メ

ッ

セ
ー

ジ

に
つ

い

て

次
の

よ

う

な

お

話

を

う

かが
っ

た
こ

と

があ

り
ます

。

『 、ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

を

定
め
る
前

に
「
ど
う
見

ら

れ

た
い

の

か
」 、
「

私
た
ちが見

ら

れ

た
い
姿

と

社
会

か

ら

の

見
方
にギャ

ッ

プ

が

ない

の

か
」 、
「
規
制

に

よ

り

使
用

でき

ない
表
現
や
デ
ザ
イ
ン

がある
の

か
」
等
の

課
題

があ

り
ます

。
これ

ら

の

課
題

を

解
決

し

、
各

部

署・
各
店
舗

が

一

貫

し

てお

客

様
や
社
会

に対

し

て

共

通
の

イ
メ
ー

ジ

を

伝
え
る

ため

に
は

、
ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

を

中

心

と
し

て
、

そ

の

意
味

を
し
っ
か
り

と

共

有す

る
こ

と

が非常

に重要

と

なり
ます

。

そ
こ

で「

わが社
の

ブ
ラ
ン
ド
の

確
立」

を

掲
げ 、

わが社グ

ル

ー
プ
全
体

で使用

できる 、ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ
の

策
定

を

進
めて

き
ま

し
た

。
店
舗
や

関
係会

社

な

ど 、

業

務

内
容

は
違

っ

て

も

ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ
の

も

と

に
、

お

客
さ
ま
や
社
会

に対

し

て

一

貫

し
た

ほつと(5) 2013年（平成25年） 3月22日

イ
メ
ー

ジ
形成

を

行
う
こ

と

で
、

私
た
ちが見

ら

れ

た

い
姿

と

社
会

か

ら

の

見

ら

れ

方
の

差

が縮ま

り
、

イ

コ
ー

ル

ブ
ラ
ン
ド

を

高
め
る
こ

と

に
つ

な
が
り
ます

。

ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

を

作成す

る

にあ

た
っ

て

は

、

今一
度
原
点

に立

ち返

り
「

わが社

らし

さ」

と

は
何

か

を

話

合
い

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

だ
け

で

な
く

社
内
公
募
や
プ
ロ
の

コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー

か

らも

案

を

募

り
、

数
百
以
上
の

案

か

ら

絞

り
込
み
ま

し
た

。
絞

り
込

み

に
は

、
社
内
の

ス
タ

ッ

フ 、
社
外
の

プ
ロ

に

も

評
価

を

も
ら

い
、

最
終
的

に「

わが社

らし

さ」

を

も

っ

と

も

的
確

に表

し

て

い
る
言葉

と
し

て

決
定

し

ま

し
た

。

決
定
後 、
ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ
の

浸
透

を

社
内
外

に行う

にあ

た
っ

て

は

、
ま
ず

は
社
内
の

ス
タ

ッ

フ

に

対

し

て

理解・
浸
透
の

取

り組み

を

行

い
ま

し
た

。

な

ぜ

な

ら

、
ブ
ラ
ン
ド

は
T
V
コ
マ
ー

シ
ャ

ル

や
ロ

ゴ
マ
l

ク
の

表

出
だ
け

で伝

わる

も

の

で
は
あ

り
ま
せ

ん

。
ス
タ

ッ

フ

一

人ひ

と

り

と

お

客
さ
ま
や
ス
テ
！

ク

ホ

ル

ダ
ー

と

の

接
点
の中

か

ら

作

り
上
げ

ら

れ
る

も

の

であ

り
、

ス
タ

ッ

フ

が
理解

し

て

い

な

けれ
ば
伝
えて

い

く

こ

と

が
でき

ないか

ら

で

す
。』

等
の

ブ
ラ
ン
ド

メ

ッ

セ
ー

ジ
刷
新

にあ

た
っ

ての思

い

と

苦
心
談

を

お

聞

き

し

ま

し
た

。

さて

、

私
た
ち看板
広
告

業
界

は

、
お

客
さ
ま
の

ブ

ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

を

発
信す

る
お

手
伝

い

を
し

てお

り
ます

。
新
規
開
店・
改
装
オ
ー

プ
ン
等
の

ご
案
内
P

R
や
店
舗
の

屋
上・
壁
面

に設置す

る
看
板
広
告
あ
る

い
は
店
舗
内

部

の

コ
ー

ナ
ー－

案
内
表
示
板

か

ら

避
難

誘
導
表
示
板 、
最
寄

り

の

駅
等

か

ら

店
舗
ま

で

の

誘
導

案
内
看
板

に至る
ま

で
、

目

に触れ
る

も

の

は
何

で

も

手

がけ
てお

り
ます

。

屋
外
広
告
物
法 、
各
県
市
町
村

に

お

ける

景
観
条
例

等

を

熟
知

し

、
違
法
性
の

ない
広
告

を

広
告
主

に提案

し

て

き
ま

し
た

。
新

し
い
ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ

を

「

わ

が社
のお

客
さ
ま」

に伝え
る

ため

に
は

、

私
た
ち

の

協

力

が

な
く

て

は

成

功

しない

と

いっ

て

も

言

い
過
ぎ

で
は
ない

と

思

い
ます

。

業
界
各
社

そ
れ
ぞれの

立
場

で
協

力

し
合
い
「

わが社」の

発
展

に寄与

し

て

ま

い

りた
い

と

思

い
ます

。

こ
こ

で
、

私

の

「

わが社」
の

紹
介

をいた

し

ます
。

株

式
会
社
東
北
電
広
社

で
は

、
電
柱
広
告

を

主

と
し

て

業

を

営

んで

お

り
ます

が
、

中

小
の

商
店・
会
社
や
個
人

開

業医へ
の

道
案
内

に
ご
利
用

し

て

いた
、だ

い

てお

り

ます
。「

わが社」
の

電
柱
広
告
デ
ザ
イ
ン
の

基
本
的

な

考
え

方

と
し

て
、

四
つ
の

ポ
イ
ン
ト

があ

り
ます

。

一

点
目

は
「
目
立
つ
広
告

よ

り

も

目

を

惹

く

広
告」

で

す
。

目

を

惹
き
心

に残る
広
告

を

目
指す

こ

と

が大切

と

考
え

てお

り
ます

。

か
つての

屋
外
広
告
物

に

お

い

て

は

、

目
立
つ
こ

と

が効果
の

高

い
広
告

と

考
え

ら

れて

き
ま

し
た

。

し
か

し

、
広
告
効
果

を

上
げ
る

ため

に
、

目
立

つ

が目

をそ
む
け

た

くな

る

よ

う

な

広
告

で
は
な
く

、

目
立

っ

て

も
景
観

を

壊す

よ

う

な

イ
メ
ー

ジ
の

低

い
広

告

は

、

かえ

っ

て

広
告
主

と

な
っ
た企

業や
お

店
の

イ

メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン

に
つ

な
が
り

、
広
告
効
果

を

下
げ
る

と

考
え

ら

れ
る

か

ら

で

す
。

何
度

で

も

快

く

見
る
こ

と

の

できる
好
印
象
の

広
告

が
、

結
果
的

に広告
効
果

を

も

上
げて

い

く

こ

と

、
ま

た
、

電
柱
広
告
の

デ
ザ
イ
ン

は

、

定
め

ら

れ

た面積
の中

で
、

いか
に有効

な

メ

ッ

セ
ー

ジ

を

伝
達

できる

か

と

い
う
こ

と

に

なり
ます

。
従

っ

て

、
電
柱
広
告
の

デ
ザ
イ
ン

は

、

できる
だ
け簡
潔

な

表
現

が効果
的

で

す
。

二
点
目

は
「

わ
か
り
やす

い
広

告」

で

す
。

基
本
書
体

に視認
性
の

高

い
書
体

を

利
用

し

、

よ

り
遠

く
か

ら

の

判
読

を

可
能

に

す

る 。
ま

た
、

電
柱
広
告
の

瞬
間
的

理解

に対応す

る

ため

に
、

情
報

量

を

制
限

し
た
り

、
視
線
の

流れ

を

自
然

で
ス
ム
ー

ズ

な

も

の

と

す

る
等
の

配
慮

を

す

る
こ

と

が
、

わ
か
り
や

す

い
広
告

と

なり
ます

。
三
点
目

は
「
地
域

景
観

に調

和

し
た快

い
広
告」

で

す
。

電
柱
広
告

は
常

に地域

景

観

と

共

存

しな

けれ
ば

なり
ま
せ

ん

。

そ
れ

は

、
商
店

街
の

賑

わ
い
や
住
宅
地
の

やす

ら

ぎ 、

そ

し

て

文
化
的

景
観 、
田
園・
緑
地
の

自
然

な

ど 、

そ
れ
ぞれ

に調和

し
た快

い
広
告

で

な

けれ
ば

なり
ま
せ

ん

。
四
点
目

は

「
社
会
的

に貢献す

る
広
告」

で

す
。

巻
付
型
看
板

に住

居
表
示
（
地
名・
地
番）

を

明
記す

る
こ

と

は

、
通
行

人
に便宜

を

与
え
る

な

ど
の

社
会
的
価
値

を

高
め
る

と

とも

に
、

電
柱
広
告
の

存在

を

よ

り
一
層

ア

ピ
ー

ル

す

る

も

の

であ

り
ます

。

ま

た
、

「

わが社」の

電
柱
広
告

は

、
「
巻
付
型」

と

「
袖
型」の

二
種
類

があ

り
ます

が
、

電
柱

に看板
掲
示

ス
ペ
ー

ス

を

求
め 、

関
係法令
の

規
制

に沿

っ
た広告

を

掲

出

し

てお

り
ます

。
加
えて

道
路
交
通
の

安
全
確

保
や
環
境

に支障

が
で

ない

よ

う 、
色
彩

な

ど

に自主

規
制

も

行

な
っ

てお

り
ます

。

結
び

に

なり
ます

が
、

昨

年

、
宮
広
美

様

と

福
広
美

様

と

の

電
柱
広
告
募
集
の

代

理店契
約

を

締
結
さ
せて

いただき
ま

し
た

。

組
合員
の

皆

様

と
とも

に電柱
広

告

を

介

し

てお

客
さ
ま
の

ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ

セ
ー

ジ
発
信

のお

手
伝

い

し
た
い

と

思

い
ますの

で

よ

ろ

し
く

お

願

い
いた

し

ます
。
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「
私
の
闘
病
記」

山均県屋外広告美術協同組合

啓発事業委員長
水戸部一
好

（山形県

2013年（平成25年） 3月22日 （6)

山

本
来
で
あ
れ
ば、

こ
こ
に
は、

こ
の
業
界
に
関
す
る
事
を

書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
が、

会
員
の
皆
様
が

健
康
に
仕
事
を
続
け
る
こ
と
も
誠
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す。

我
々
の
業
界
の
話
か
ら
そ
れ
で
は
し
ま
い
ま
す
が、

私
が
数
年
か
か
っ
た
病
と
の
戦
い
を
は
し
よ
っ
て
書
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す。

つ
ま
ら
ん
と
は
思
い
ま
す
が
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

特
に
大
腸
カ
メ
ラ
の

未
経
験
者
の
方
に
は、

多
少
今
後
の
参
考
に
は
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
読
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す。

そ
れ
で
は
数
年
前
に
戻
り
ま
す。

く

来
ま
し
た、

来
ま
し
た、

市
役
所
の
保
険
課
よ
り、

健
康

診
断
の
結
果
報
告
が
や
っ
て
来
ま
し
た、

赤
紙
で
は
な
い
け

れ
ど、

闘
病
と
い
う
戦
場
に
引
っ

張
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

手
紙
が
や
っ
て
き
ま
し
た。

な
ん
と
な
く
厭
な
気
持
で
封
を

切
っ
て
み
る
と
「
便
に
潜
血
反
応
が
あ
る
の
で
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い」、

と
書
い
て
あ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か、

あ
ー

あ・・・・・・
あ
ー
あ、

い
や
だ
な
10

今
ま
で
は、

私
の
持
論
で
あ
る、

病
気
が
見
つ
か
れ
ば
病

人
だ
し、

検
査
を
し
な
け
れ
ば
病
気
が
見
つ
か
る
こ
と
も
な

い
の
で
健
康
で
あ
る、

と
い
う
こ
と
に
し
て、

ほ
と
ん
ど
検

診
を
受
け
な
い
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す。

し
か
し、

還
暦
も

過
ぎ
た
し、

と
思
い
な
お
し、

久
し
ぶ
り
で
検
査
を
受
け
て

み
れ
ば、

こ
の
結
果
で
す。

過
去
に
も
胃
の
要
精
密
検
査
の

通
知
を
貰
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が、

私
の
持
論
に
従
い

無
視
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
す。

し
か
し
な
が
ら、

健
康
と
は
程
遠
い
暴
飲
暴
食、

運
動
ど
こ
ろ
か
散
歩
も
し
な

い
六
十
数
年
を
過
ご
し
た
身、

諦
め
て
精
密
検
査
に
行
か
ね

ば、

と
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す。

い
よ
い
よ、

検
査
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た。

飲
み
食
い

は
前
日
夜
八
時
ま
で、

朝
起
き
て
大
量
の
下
剤
を
コ
ッ
プ
十

数
回
に
分
け
て、

吐
き
気
を
こ
ら
え
な
が
ら
飲
み
干
し、

後

は
便
意
が
な
く
な
る
ま
で、

紅
門
か
ら
放
水
す
れ
ば、

準
備

完
了
で
す。

検
査
室
で
お
尻
が
割
れ
て
い
る
パ
ン
ツ
に
着
替

え
て
横
に
な
れ
ば、

検
査
開
始、

ぐ
り
ぐ
り
と
虹
門
か
ら
大

腸
カ
メ
ラ
が
入
っ
て
き
ま
す。

事
前
の
先
生
の
話
で
は、
「
腸

に
は
神
経
が
な
い
の
で
痛
み
は
無
い
」

と
の
話
で
し
た
が、

曲
が
っ
た
と
こ
ろ
や
狭
い
所
を
通
る
と
き
は、

カ
メ
ラ
で
押

さ
れ
る
の
で、

痛
く
は
な
い
が
結
構
苦
し
く
感
じ
ま
し
た、

せ
ん
せ
い
の
嘘
つ
き。

終
わ
っ
て
す
ぐ
結
果
報
告
が
あ
り

つ
ホ
リ
l
プ
が
七
個
く

ら
い
あ
り
ま
す
が、

今
日
は
見
る
だ
け
で
取
る
の
は
後
日
に

な
り
ま
す」

と
の
こ
と
な
の
で、

す
か
さ
ず
質
問
「
先
生、

良
性
で
し
ょ
う
か」、

先
生
は
「
見
た
感
じ
で
は
癌
で
は
あ
り

ま
せ
ん、
」

と
の
こ
と
な
の
で、

良
か
っ
た
よ
か
っ
た、

と
思

い
ま
し
た。

数
週
間
後、

ポ
リ
l
プ
切
除
の
た
め、

再
び
消
化
器
内
科

の
カ
メ
ラ
室、

施
術
前
に
血
圧
を
調
べ
て
み
る
と、

普
段
か

ら
高
い
の
で
す
が、

今
日
も
か
な
り
血
圧
が
高
い
こ
と
が
分

か
り、

先
生
が、

尻
を
出
し
て
横
に
な
っ
て
い
る
私
に
「
緊

張
し
て
る」、

小
心
者
の
私
は、

「
生
ま
れ
て
初
め
て
尻
の
穴

か
ら
腹
の
中
の
も
の
を
切
ら
れ
る
の
で、

た
ぶ
ん
緊
張
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん、
」

と
ふ
て
た
調
子
で
答
え
る
と、

先

生
は
「
ご
め
ん
ご
め
ん」、

私
の
心
の
中、

「
先
生
は
慣
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が、

私
は
慣
れ
て
い
ま
せ
ん」
。

い
よ

い
よ
始
ま
り
ま
し
た、

先
生
が
カ
メ
ラ
を
押
す
た
び
に、

腹

ほつと号24 ［第

帰尚文堂）

の
中
が
グ
グ
ッ
と
押
さ
れ
ま
す、

何
回
か
腹
の
中
を
押
さ
れ

て、
「
は
い、
一

個
取
れ
ま
し
た
が、

血
圧
が
高
く
出
血
が
止

ま
り
に
く
い
の
で、

今
日
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
す、

こ
の
次

血
圧
の
高
く
な
い
時
に
残
り
は
取
り
ま
し
ょ
う」

と
言
わ
れ、

あ
っ
け
な
い
幕
切
れ
と
な
り
ま
し
た。

次
回、

一

個
だ
け
取
っ
た
ポ
リ
l
プ
の
細
胞
検
査
の
結
果

を
聞
き
に
行
き
ま
し
た、

結
果
は
良
性、

よ
か
っ
た、

よ
か
っ

た、

と
な
り、

そ
の
う
ち
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
で、

そ
の
日

は
終
わ
り
ま
し
た。

元
来
医
者
嫌
い
で
小
心
者
の
私
は、

自
分
に
都
合
の
い
い

こ
と
だ
け
を
考
え
ま
す。

先
生
言
う
に
は、

残
り
の
ポ
リ
ー

プ
も
癌
で
は
な
さ
そ
う
だ
し、

取
っ

た
一

個
は
良
性
だ
し、

血
圧
下
が
ら
な
い
し、

と
い
う
こ
と
で、

そ
の
後
何
も
せ
ず

ア
ツ
と
言
う
聞
に
一

年
く
ら
い
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た。

私
に
は、

糖
尿
病
の
持
病
が
あ
る
の
で、

同
じ
病
院
の
違

う
内
科
に
定
期
的
に
診
察
し
て
も
ら
い
に
行
っ
て
い
ま
す
が、

あ
る
日、

顔
見
知
り
の
看
護
師
さ
ん
に
「
水
戸
部
さ
ん、

あ

れ
か
ら
ず
い
ぶ
ん
な
り
ま
す
よ、

取
ら
な
い
と
だ
め
で
す
よ」

と
言
わ
れ、

私
も、

そ
う
だ
な
l、

あ
れ
か
ら
一

年
く
ら
い

な
る
か、

大
腸
カ
メ
ラ
い
や
だ
け
ど
取
る
か、
と
思
い
ま
し
た。

数
週
間
後、

三
度
目
の
大
腸
カ
メ
ラ
が
虹
門
よ
り
入
っ
て

き
ま
し
た、

今
日
は
全
部
取
る
の
で
か
な
り
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す、

今
ま
で
と
違
い、

今
回
は
作
業
を
や
り
た
す
く

す
る
た
め
か、

大
腸
の
中
に
空
気
が
パ
ン
パ
ン
と
注
入
さ
れ、

腹
が
太
鼓
の
よ
う
に
パ
ン
パ
ン
に
は
張
っ
て
い
ま
す、

か
な

り
き
つ
い
の
で
「
先
生、

か
な
り
苦
し
い
」

と
訴
え
る
と、

先
生
日
く
「
我
慢、

我
慢、

体
動
か
さ
な
い、

こ
こ
で
我
慢

し
な
い
と、

開
腹
手
術
だ
よ」、

と
脅
し
ま
す
の
で、

し
か
た

な
く、

身
も
だ
え
も
せ
ず
に
し
ば
ら
く
我
慢
し
て、

苦
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た。

し
ば
ら
く
し
て
や
っ
と
「
終
わ
り

ま
し
た
よ

の
こ
え、

い
や
い
や、

け
つ
こ
う
き
っ
か
っ
た
1

10

結
果
報
告
で
の
先
生
第
一

声
は
「
根
っ
こ
取
り
き
れ
な

い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で、

細
胞
検
査
待
ち
で
す」、

あ
ー
あ、

A
A
A
A
A
、

先
生
の
言
う
と
お
り
頑
張
っ
た
の
に、

憂
欝・

憂
欝、

そ
れ
じ
ゃ
た
ぶ
ん
癌
じ
ゃ
な
い
で
す
か、

先
生
嘘
つ
き。

数
日
後
の
細
胞
診
断
の
結
果
報
告
は、

思
っ
た
通
り、

諦
め

て
い
た
通
り
で
し
た。

先
生、

軽
く
「
初
期
の
癌
で
す
ね、

山
形
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」、

全
然

重
々
し
く
な
い
雰
囲
気
に
推
さ
れ
て、

私
も
軽
く
う
な
ず
き

ま
し
た。

精
神
的
に
は、

予
想
も
し
て
い
た
し、

初
期
と
言

わ
れ
て
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が、

落
ち
込
み
も
な
く
い
が

い
と
冷
静
で
し
た。

山
大
病
院
で
ま
た
検
査
・

検
査
し
て、

再
び
大
腸
が
ん
の

診
断、

直
腸
の
上
の
S
状
結
腸
に
初
期
の
癌
が
二
個
五
1
六

セ
ン
チ
離
れ
て
あ
る
と
の
こ
と、

二
つ
の
大
当
た
り、

と
こ

ろ
が
な
ん
と
入
院
手
術
は
三
ヶ
月
先
と
の
こ
と。

こ
ち
ら
か

ら
見
れ
ば、

自
分
が
一

年
も
放
っ
て
お
い
た
事
は
さ
て
置
い

て、
「
い
そ
が
し
い
だ
ろ
う
が
何
と
か
な
ら
ん
の
か
い、

癌
は

，
早
期
発
見・
早
期
治
療‘

だ
ろ
う
が、

と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
が、

哀
れ
患
者
の
身、
「
は
い
わ
か
り
ま
し
た」
と
言
う
し

か
あ
り
ま
せ
ん、

や
は
り
知
り
合
い
の
人
も
震
災
の
影
響
で

か
な
り
待
た
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と、

仕
方
が
な
い
か。

三
ヶ
月
後、

い
よ
い
よ
明
日
手
術
で
す。

今
日
は
病
室
で、

た
ま
た
ま
来
て
い
た
山
大
看
護
学
科
の
実
習
生
に
見
学
を
申

し
込
ま
れ、

数
名
の
学
生
に
か
こ
ま
れ
て
体
毛
剃
り、

う
れ

し
い
の
か
悲
し
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が、

十
代
の
若
い
女

性
に
か
こ
ま
れ
て、

六
十
男
が
肌
を
あ
ら
わ
に
す
る、

な
か

な
か
な
シ
l
ン
で
し
た。

い
よ
い
よ
当
日、

昔
見
た
映
画
の
シ
l
ン
で
は、

ベ
ッ
ド

に
乗
せ
ら
れ
半
分
麻
酔
を
か
け
ら
れ
て
手
術
室
ま
で
運
ば
れ

る
の
で
す
が、

現
実
に
は、

自
分
で
部
屋
か
ら
手
術
室
ま
で

歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た。

前
日
に
麻
酔
科
の
先

生
に
術
前
説
明
の
中
で
脅
か
さ
れ
た
「
手
術
が
原
因
で
亡
く

な
る
の
は
一

万
人
当
た
り
0
・
一

四
人、

た
だ
し、

糖
尿
病

の
人
は
そ
の
六
十
倍
に
な
り
ま
す、
」

な
ど
を
思
い
だ
し、

も

し
か
し
た
ら、

手
術
台
か
ら
永
遠
の
眠
り、

お
1
イ
ヤ
イ
ヤ、

な
ど
と
思
い
な
が
ら
手
術
台
の
上
と
な
り
ま
し
た。

最
初
に
背
骨
に
持
続
的
に
痛
み
を
止
め
る
麻
酔
薬
注
入
用

の
チ
ュ

ー
ブ
を
刺
さ
れ、

そ
し
て
次
は
あ
お
む
け
に
な
っ
て

マ
ス
ク
を
か
ぶ
せ
ら
れ
ま
し
た。

先
生
の
「
ま
も
な
く
眠
く

な
り
ま
す」

の
声、

私
は、

普
通
の
睡
眠
の
よ
う
に
徐
々
に

眠
く
な
る
の
か
な、

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が、

い
き
な
り

ス
ト
ン
と
意
識
が
な
く
な
り
閣
の
中・．．

 

「
終
わ
り
ま
し
た
よ」

の
声
で
目
が
覚
め
ま
し
た、

五
1
六

時
間
経
過
し
て
い
た
の
で
す
が、

睡
眠
と
違
い
時
間
経
過
感

覚
は
ゼ
ロ
で、

夢
も
見
な
い
し、

ま
っ
た
く
の
閣
の
中
で
し
た、

感
覚
的
に
は
ア
ッ
と
い
う
聞
に
手
術
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た。

目
が
覚
め
て
最
初
に
思
っ
た
の
は、

も
う
終
わ
っ
た

の
か、

と
い
う
の
と、

意
外
と
痛
み
が
な
い
と
い
う
思
い
で

1ν
九九。手

術
室
か
ら
病
室
の
ベ
ッ
ド
に
移
さ
れ
た
と
き、

看
護
婦

さ
ん
に
「
テ
レ
ビ
が
見
に
く
い」

と
言
っ
た
ら、

彼
女
い
わ

く
「
手
術
室
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
で、

テ
レ
ビ
を
見
る
と
言
っ

た
人
は
今
ま
で
初
め
て
で
す、

皆
さ
ん
じ
っ
と
し
て
寝
て
い

ま
す」

と
言
わ
れ、

し
ょ
う
が
な
い
の
で
「
は
い、

分
か
り

ま
し
た」、

で
も
そ
の
く
ら
い
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た、

現
代
医
学
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
謝
・

感
謝。

家
族
が
聞
い
た
術
後
の
説
明
で
は
二
十
叩
く
ら
い
大
腸
を

切
り
取
っ
た
そ
う
で
す。

切
り
取
っ
た
現
物
を
見
た
妹
い
わ

く
「
焼
き
肉
や
の
ホ
ル
モ
ン
と
変
わ
り
な
か
っ
た」
と
の
こ
と。

術
後
三
日
目
初
め
て
の
食
事
を
い
た
だ
い
た
の
は
い
い
の

で
す
が、

次
の
日
の
朝、

ド
レ
イ
ン
と
い
う
腹
に
挿
し
て
あ

る
管
よ
り、

便
状
の
排
出
液
が
出
て
き
ま
し
た。

そ
れ
を
見

た
主
治
医
が
軽
く
言
い
ま
し
た
「
継
ぎ
目
に
穴
が
あ
る
よ
う

で
す、

穴
が
塞
が
る
ま
で
大
腸
に
便
が
行
か
な
い
よ
う
に、

小
腸
に
人
工
虹
門
を
作
り
ま
す、

午
後
か
ら
手
術
で
す」
。

一

回
切
る
の
も
嫌
だ
っ

た
の
に
二

回
か
よ。

先
生
の
話
で
は、

な
ん
パ
ー
セ
ン
ト
か
の
確
率
で
起
こ
る
そ
う
で
す、

特
に
糖

尿
病
の
人
は
確
率
が
上
が
る
そ
う
で
す、

が、

が、

が、

お

れ
の
心
の
中
で
は、

「
腕
で
は
な
い
の
で
す
か、

先
生」
。

結
局、

腹
の
外
に
五
セ
ン
チ
く
ら
い
小
腸
を
引
っ

張
り
出
し

て
い
つ
も
ぶ
ら
下
げ
て
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た。

し
か
し、

そ
の
ま
ま
で
は、

便
が
垂
れ
流
し
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で、

便
を
た
め
る
ス
ト
l
マ
！
と
い
う
袋
を
張
っ

て
過
ご
す
し
か
な
く
な
り
ま
し
た。

し
か
し、

不
思
議
な
も

の
で
す、

内
臓
を
引
っ

張
り
出
し
て
体
外
に
そ
の
ま
ま
に
し

て
も、

な
ん
と
も
な
い
の
で
す。

先
生
の
説
明
で
は、

腸
は

便
の
通
り
道
な
の
で、

細
菌
や
汚
れ
に
強
い
の
だ
そ
う
で
す、

し
か
も
神
経
が
無
い
の
で
さ
わ
っ
て
も
痛
く
も
な
ん
と
も
な

い
の
で
す、

改
め
て、

不
思
議、

ふ
し
ぎ。

手
術
の
痛
み
も
落
ち
着
い
た
数
日
後、

先
生
よ
り
お
話
が

あ
り、
「
患
部
は
全
部
き
れ
い
に
取
れ
ま
し
た。

し
か
し、

術

前
は、

ス
テ
ー
ジ
1
1
2
の
初
期
癌
と
思
い
ま
し
た
が、

リ

ン
パ
節
一

個
に
転
移
が
あ
っ

た
の
で
中
期
の
ス
テ
ー
ジ
3
a

に
な
り
ま
す。

再
発
の
可
能
性
は
三
十
%
で
す。
」
と
説
明
を

受
け
ま
し
た。

と
い
う
と
と
は、

五
年
後
生
き
て
い
る
の
は
三
人
に
二
人、

死
ぬ
の
は
三
人
に
一

人、

ま
あ、

外
れ
よ
り
当
た
り
の
方
が

多
い
く
じ
を
買
っ
た
つ
も
り
で、

し
ょ
う
が
な
い
か。

結
局、

そ
の
後、

大
腸
の
つ
な
ぎ
直
し、

人
工
虹
門
の
閉

鎖
の
手
術
を
し、

最
終
的
に
は
計
四
国
手
術
を
行
い
ま
し
た、

そ
れ
で
や
っ
と
皆
と
同
じ
よ
う
に
ト
イ
レ
を
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た。

後
は
再
発
し
な
い
よ
う
に
祈
る
だ
け
で
す。

思
え
ば、

最
初
ポ
リ
l
プ
を
取
っ
て
か
ら
の
一

年
の
ブ
ラ

ン
ク
が
無
け
れ
ば、

今
と
は
違
う
結
果
に
な
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん。

結
果
的
に
私
は
一

時、

病
気
か
ら
目
を
そ
む
け
て

逃
げ
て
し
ま
っ

た
形
に
な
っ
て
し
ま
い
後
悔
し
て
い
ま
す。

私
を
反
面
教
師
と
し
て、

皆
さ
ま
方
は、

け
し
て
私
の
ま
ね

を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す。

最
後
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
終
わ
り
ま
す。
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「
風
に
願
い
を」

福島県屋外広告美術協同組含

啓発事業委員長
理事
驚藤浩一

（福島県
斎藤塗装看板店）

［第く

四

年

前

に福広
美
の

情
報
文
化
委
員
会
の

委
員
長

を

拝
命

し

、

今
号

で
四
度
目
の

寄
稿

と

なり
ます

が
、

い

ざ
筆

を

手

に

し

て

：：：
やば

いで

す
。

何

を

書

い

て

い

い

の

や

ら

全
く
頭

に浮

か
び
ま
せ

ん

。

実

を

申

し

ます

と

、

わ
たく

し

本

年

か

ら

は所属委
員
会
が
変

わ
り
ま

し

て、

四

年

間
の

福
広
美
機

関紙
の

編
集
の

仕

事
か

ら

や

っ

と

開
放
され

た

と

昨

年

末

は
完
全

に油断

を
し

て

お

り
ま

し
た

。

十
二
月
中

旬

に東北
地
区
連
の

事

務
局

か

ら

の

封
書
が
届
き

、
中

身

を

見れ
ば
「

と

う
ほ

く
第

二
十
四
号」の

寄
稿
願

い

。

あれ

っ
？

と

思

っ

て

福
広

美
の

事

務
局に問

い合
わ
せれ
ば

、

こ
の

「

と

う
ほ

く」

の

寄
稿
ま

でが粛
藤
さ

ん

の

仕

事
で

す

よ

の

言葉

に
た

だ
だ
然 。

過
去
三

年

同

様

、

年

末

年始は
何

を
し

て

も

「
あ
l

何

を

書
けば

い
い
だろ

う 。
」

と

憂
穆

な

毎
日

を

過

ご

す

事

と

な
っ
た

の

で

し
た

。

そうこ
う

し

て

い
る

う

ち
に正月

も

四
日

と

なり

、

今
日

、

明
日

、

明
後
日

ぐ

ら

い
ま

で
に何

と

か

しない

と

正
月
休
み

も

お

し

ま

い

。

週
明
け

か

ら

仕

事
で

す
。

十一
日
の

締
め
切

り
ま

で書く
暇
が
あ
る

か
ど
う

か

。

よ

く

よ

く
寄
稿
の

依
頼

文

を

読

んで
みれ
ば

、

組
合員
の中

か

ら
一

名

出
筆

し

て

くれ
る
方
に依頼

し

て

下
さ

い

と

の

事

。

え

っ
！

自

分
が
書

か

な

くて

も

よ

か
っ
た

の

？
四

年

間
全
く

気付

き
ま
せ

んで

し
た

。

し
か

し

締
め
切

り
ま

で十日

もな

い
今

と

な
っ

て

は
引
受
け
て

くれ
る
方が
見
つ

かる

わ

け

も

無

く
、

自
分

で書く

し
か有

り
ま
せ

ん

。

気付

か

な
か
っ
た自分
が悪

い

んで

す

と

自
分

に言

い

聞か
せ

、

送

ら

れて

き

た原稿
用
紙

を

前

に頭

を

抱
えて

い
る

と

、

会
社

事

務
所

の

電
話
が
鳴

り
ます。

受
話
器

を

と

れ
ば

地
元
の

あ
る
商
店
主

か

ら

「
風

で店先
の

看
板
が
落

ち

そ
う

な

の

で何

と

か

し

て
。

」
の

依
頼 。

外

を

見れ
ば
時

折
窓
ガ
ラ
ス

を

揺

ら

す

程
の

強
風 。

正
月
早
つ々

い

て

ない

な

ぁ

と

思

い

な

が

ら

作

業着

を

着て

息
子

と

共

に

い
ざ
出
動

で

す
。

そう大
き
く

ない
看
板

で大

事
に
は

な

ら

ず
短
時
間

で作

業
は
済
み

、

「
粛
藤
さ

んに
揚
げて

も
ら

っ
た看板
じ
ゃ

ない

の

に済ま

ない
ね
え 。

」

と

労

い

の

言葉

を

頂

い

ての

帰
還 。

同

業

の

皆

様
に
は
あ
る

あ
る
の

場
面

で

す

が
、

これ
が
自
社

で揚げ

た看板

だ

っ
た

な

ら

そ
れ
が
ど

ん
な
に老朽
化

し
た物

であ

っ

て

も

お

客

様
へ
の

言

い
訳

は
タ
ジ
タ
ジ

で後味悪
く

帰

っ

て

来る

所

。思

えば
風

っ

て

や
つ

は
本
当

に
私

達

lまつと(7) 2013年（平成25年） 3月22日

，九

看
板
屋

と

っ

て

厄
介

な
存在

で

す

ね 。

取

り
付
け

、

設

置

に

お

い

て

は
作

業

の

邪
魔ば

か
り

、

看
板
設
計
の

構

造
計
算

で

も

第

一

にH
風Hの

事

を

考
慮

しな

けれ
ば

なり
ま
せ

ん

。
H

風H
さ
え

な

けれ
ば
こ
の

仕

事
ど

ん
な

に楽だろ

う

と

何
度

思

っ
た
こ

と

か

。

上
州
の

空

っ風

は
有
名

で

す

が
、

私

の

住
み
ます

相
馬
の

空

っ風

もな

か

な
か

の

も

の

で

す
。

冬

に

な

る

と

新
潟

、

会
津

、

福

島

で雪

を

降

ら

せ

た大

気

は
冷

たく乾
燥

し
た風

と

な
っ

て

容
赦

な

く
阿
武
隈
の

山

よ

り
吹
き
降ろ

し

て

き

ます。

小
学
生
当
時

、

小
さ

い
体

を

飛ば
され

そう

に

なり

な

が

ら

冷

っ
こ

い
風

に向

か
っ

て

通
学

し
た記憶

が

よ

み
が
え

り
ます。

砂
挨
が
何
度

も

目

に入

り

、

え

ら

く
苦
労

し

て

学
校

に
た
ど

り
着

いた経験

は
数
え
切

れ
ま
せ

ん

。

大
人
に

なり

、

こ
の

仕

事
に就

い

て

か

ら

も

前
記
の

よ

う

な

経
験ば

か
りで

、

風
が
強

い
夜

は
自

分
が
設
置

し
た看板
が

と

ば
され
や

しないか

と

寝
付

け

ない事
が少

な

く
あ

り
ま
せ

ん

。

風
が
吹
く

と

い
う

自
然
現
象

に
は
全
く

い
い
印
象
が
有

り
ま
せ

ん

。

嫌

い

で

す
。思

い
返
せば
原
発

事
故
後
の

風

は
福
島
の

広
大

な

土
地

を

汚
染

し
た訳

で

。
（

か

と

言

っ

て

海
側

に吹

い

て

いた

ら

良

か
っ
た

の

か

と

い
えば

そう

で
は
あ

り
ま

せ

ん

が 。
）

事
故
後
の

風
向
き

に

よ

っ

て

高
濃
度

に汚染

され

た隣村
の

飯
舘
村

は
今

も

全
村
民
避
難
の

状
態
が

続い

て

い
ます。

幸

い
立
入
禁
止
区
域

に
は
な
っ

て

い

ない

の

で（生
活
道
の

確
保

か

ら

無

理く

りそう

し

て

い
る
の

か
）

私

達

南
相
馬
市

に
い
る
者が
福
島
市
方面

に行く
際

に
は
村
内

を

通

っ

て

行
く

事
に

なり
ます。

地
震

で損壊

し
た建物
が
あ
ま

り

無

か
っ
た集落

は

、

生
活
の

匂

い
が
日

に日

に薄れて

行
く
の

が

感じ

ら

れ

ます。

こ
こ
が
本
当

に住め

ない
土
地

と

な
っ
た

の

か

と

信
じ

ら

れ

ない

思

いで

す
。

去

年

の

夏
頃

か

ら多

く

の

作

業員

に

よ

っ

て

除
染
の

作

業が進
め

ら

れて

はい

ます

が
秋
冬

と

寒
さ
が
厳

し

く

な

る

に
つれ
日

に

よ

っ

て

は
地
吹
雪
が
吹
く
ほ

ど
の

地
、

風

は
こ
こ

で

も

作

業

を

遅

ら

せ
人
々

を

苦

し

めて

い
ます。

ま

で
い
ラ
イ
フ

（
丁
寧

な

暮

らし

）

を

コ
ン
セ
プ
ト

に村づ
く

り

を

す
す

めて

き

た飯舘
村 。

仕

事
や
遊
び

な

ど
幾
度

と

な

く
訪

れて

い
ますの

で
私
に

と

っ

て

は
住
む
人
の

気持

ち

も

自
然
美

し

く
大
変
魅

力

の

あ
る
大
好
き

な

土
地

で

し
た

。

地
元

と

福
島
市

を

行
き

来
す

る
途
中

、

車
中

か

ら

眺
め

る
飯
舘
村
の

様
子

を

眺
め
る
度

、

なん

と

か

一

日

も

早

く
元
の

村

に戻る
こ

と

を

祈

ら

ず

に
はい

ら

れ
ま
せ

ん

。

ま

た自然
の

現
象

と

は
違

い
ます

が
、

風
評

と

い
う

人
が々
起す

根
拠
の
無

い
う

わ
さ

と

い
う
風

も

今
後

も

福
島
県
の

人
々

を

苦

し

め
る

事
で

し

ょ
う 。

と

、

風
の

パ
カ
ヤ
ロ
ウ

な

話ば

か
り

を

書
き
綴

っ

て

参

り
ま

し
たが風
が
吹
く

と

言う
現
象

も

自
然
の

なり

わ
いに
は
必
要
不
可
欠

な

要
因
だ

と

言う

事
は
十
分
承

知

し

てお

り
ます。

風
さ

ん

！
嫌

っ
た
り

し

て

御
免

な

さ

い

。

ど
う
せ
吹
く

な

ら
な

ら

ば
せ
めて

今

年

か

ら

は

私

達
の

仕

事
や
生
活

に

と

っ

て

よ

い方向

に風が
吹

い

て

くれ

ないで

し

ょ
う

か

。

先

に書

いた子供
の

頃
の

通
学
の

経
験

で

、

向

い
風

と

は
逆

に背
中

を

押す

追

い

風

で
ふ

わ
ふ

わ

と

楽
チ
ン

気分

で歩

いた

よ

う

に

。

年

末
の

総
選
挙

で政権

も

交
代

し

、

新

た

な

風

と

な
っ

て

これ
ま

で

の

行
き
詰

っ
た感

を

一

掃

し

て

欲

し
い

も

の

で

す
。

原
発
問
題

も

一

刻

も

早
く
新

し
い
技
術
が
開
発

されて

除
染
作

業が加
速
され

ないか

と

願
う 一ば

か
り

で

す
。

自
然
の中

で生活す

る

私

達

に

と

っ

て

こ
の

世

は所詮風
ま

か
せ 。

気まぐれ

な

風

に翻弄
され
る
の

が
宿
命

な

ら

ば
運
良
く少

し
で

も

よ

い
風
が
我

々
に向

け
て

吹

い

て

くれ
る
の

を

願
うば

か
りで

す
。

年

明
け

四
日

よ

り

思

い
つ

いた
事

を

書
き
足

し

書
き
足

しを
し

た文章

で全く
脈
絡

もな

く
、

書
き

な

が

ら

い
い感じ

にま

と

ま

っ

て

くれ
る
の

を

期
待

し

ま

し
たが

。

そ
う

は
行

かず
、

終

いに
は
非
常

に軟弱

な

結
論

を

吐

い

て

し

ま
う
結
果

と

なり
ま

し
た

。

読
み
返

し

て

も

書
き
直

す

気

力

も

無

く 。

寄
稿
の

締
め
切

り
日

も

過
ぎて

し

ま

い
ま

し
た

の

で

、

これ

に

て

勘
弁

し

て

下
さ

い

。

ス
ミ

マ
セ
ン
H
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「

青

年

部

活

動

報

告
〕

J
列

岩苧県屋外広告美術業協同組合j

サインフォーラム東北
会長
高橋利明

（岩手県
盛岡市
帰日交画房）

く

明
け

ま

し

てお

め

で

と

う

ござ
いま

す
。

岩
手
県
屋
外
広
告
美
術

業
協
同

組
合
・

青

年
部
広
和

会

に

て

会
長

を

仰
せ
つ

か
っ

てお

りま

す

高
橋

で

す
。

皆

様
に

お

か
れ

ま

し

て

は

、

ご
健
勝
の

事

と

お

喜
び

申

し

上
げ

ま

す
。

昨

年
は
復
興
元

年

と

言う

事
で

、

沿
岸

は
復
興

に

力

を

入れ

年

が過ぎ

ま

し
たが

、

どれ
だ
け復
興

が進

ん

だ

か被災
地
の

方
々

の

話

を
聞
く

と

政
府
の

対
応

に疑

問

を
感じ

ま

す
。

ま

す

ま

すの

復
興

に

力

を合わ
せて

進
めて

いか

な

けれ
ば

と

思

う

所
で
ござ
いま

す
。

さて

私

青

年
部
広
和
会
の

会
長

を

勤
め
さ
せて

も

ら

っ

て

四

年

に

な

る
の

で

す

が

、

初
就
任
後す

ぐ

に岩

広
美

理
事長

よ

り
話

が有

り

、

皆

が集

ま
っ

て
少

し
で

も

業
界
全
体
の

能

力

向
上

が
出来る

様
に勉強
会

を

開

催

し
た
い

と

言

わ
れ

ま

し
た

。

運
営

は
親
会

で

も

協

力

す

る
、

内
容

は

青

年
部で
考

えてほ

し
い

、

月

一
回

の

開
催

、

一

時
間
程
度
の

内
容

、

勉
強
会
終
了
後
の

懇
親
会

と

い
う

事
で

し
た

。

そ

の

話

を

も
ら

い

青

年
部に
持

ち帰

りま

し
た

。

初

回

は理
事長

か

ら

話

があ

っ
た

一

ヶ
月
後

と

い
う
こ

と

で

青

年
部で

も

あ

わ

て
て

準
備

を
し
ま

し
た

。

組
合員

だ
け

で
は
な
く

屋
外
広
告

業

の

登
録

業者
に

も

案
内

を

出

し

参
加

を

求
め

、

第

一
回

は
二
十
三
名

と

い
う

多
く

の

方
々
に集

ま
っ

て

戴
き
大成

功

に終

わ
りま

し
た

。

そ

の

後

も

定
期
的

に

青

年
部で

も

集

ま
り
今
後
の

開

催

に
つ

い

て

話

し
合
い

、

なん

と

か

回

数

も

か
さ
ね

一

年

間

は

皆

様

の

ご
協

力

も

あ

り

無

事十二

回

の

勉
強
会

を

開
催

出来
ま

し
た

。
し
か

し

二

年

目

と

な

る

と

お

題

も

ネ
タ
切れ

に

な
っ

て

きて

厳
じ

い
運
営

と

なり

、

協

力

会
社

を

通
じ

、

外

ほつと号］24 ［第

部

講
師

と
し

て

某
メ
ー

カ
ー

に来
て

も
ら

い
開
催

と

い

う
時

も

あ

りま

し
た

。

イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ

ト

関連
、

マ
l

キ
ン
グ
フ
ィ

ル

ム
、

ガ
ラ
ス
フ
ィ

ル

ム
、

保
安
用
品

、

L
E
D

な

ど
普
段

は

聞

け

ない事

な

ど

も
い

ろ

い

ろ

質
問

出来
た

の

で非常

に勉強

に

なりま

し
た

。

普
段

は
岩
手
の中

心

部

盛
岡

で開催

し

て

い
る
の

で

す

が

、

な
か

な
か遠
方
の

沿
岸
や
県
南
の

方
々

の

参
加

が難

し
い
（

わ
ざわ
ざ
盛
岡

ま
で

お

こ

し

頂

い

て

い
る

時

も

あ

りま

す

が
）の

で
出

張

勉
強
会

と
し

て

奥
州
水

沢

に

て

開
催

し
た時

も

あ

りま

し
た

。

そ

の

時

は
県
南

の

普
段

は来
れ

ない
顔
ぶれ

が
そ

ろ

い

、

懇
親
会

も

有

意
義

に過

ご

す

事が
出来
ま

し
た

。

ま
た公共
パ
ネ

ル

展

が近づ

い

て

来
た頃

に
は

、

沿

岸
の

熟
練
手
書
き
職
人
に来
て

も
ら

い
い

ろ

い

ろ

と

ノ

ウ
ハ
ウ

を

教
えて

も
ら

いま

し
た

。

継続

し

て

い

く

う

ち
に

、

だ

ん

だ

ん

と

参
加
人数

が

少

な
くなり
五

、

六
人

し
か参加

出来

ない

と

い
う
時

も

あ

りま

し
た

。

で

も

そ
れ

は
仕

事が忙

し
い

と

い
う

嬉

し
い事

な

の

で

し

ょ
う

が

な
く

、

ま
た

、

参
加
人数

が

少

な
く

ど
う

し

て

も

開
催

出来

ない

と

い
う

事

も

あ

り

ま

し
た

。

し
か

し
理
事長
の

熱

い

思

い

と

助
け
があ

り

、

なん

と

か穴

は
空

い

て

も継続

し

て

ま
い
りま

し
た

。

時

に
は

お

忙

し
い

中
、

大
戸
地
区
連
会
長
や
福
広
美

野
地

様
に

お

越

し
いただき

、

あ

りが
た
い

お

言葉

を

頂
戴

し
た

と

き

も

あ

りま

し
た

。

月

一
回と

い
う
勉
強
会

で

す

が

皆

様
に支え

ら

れ

な

ん

と

か現在

も継続

中

で

す
。

ま
た勉強

も

さ
る
こ

と

な
が

ら

懇
親
会

が非常

に大

事
である

と

理
事長
の

教

え
の

通

り

、

皆

様

の

近
況
や
勉
強
会

で
は
話
せ

な
か
っ

た
事

な

ど
懇
親
会

を

通
じて

い

ろ

い

ろ

教
えて

も
ら

い

ま

し
た

。
組

合

員
も
減

少

し景気

も

悪

い

中、

関
係者
の

方
々

ま
た
組

合
事

務
局に
はい

ろ

い

ろ
無

理

を

言

っ

て

協

力

し

て

も
らい感謝

し

てお

りま

す
。

ま
た

一年

が

始
まる

わけ

で

す

が

、

青

年
部

の

人
た

ち
は

も

と
よ

り

皆

様
に
わが
ま

ま

を
聞い

て

も
ら

い

な

が

ら
一
回

で

も多
く継続出来る

様

頑
張

る

所存
で
ご

ざ
いま

す
。私

た
ち

青

年
部に

出来る

事
は

ほ

ん

の

僅

か
で

す

が

、

そ

の

僅

か
で

もなん

と

か

達

成

し

て

業
界

が
少

し
で

も

レ

ベ

ルア
ップ
出来
れ
ば

と

思

いま

す
。

｜ 目広連 ，・ 賠責共済のおすすめ ｜
第一賠責プラチナ
屋外広告物 ＋ 建設工事 を 補償す る ワ イ ド 版

第一賠責 ゴール ド
塗装 ・ 熔接事故 も 支払 い対象。 さ ら に 、 作業 し て い る
壁画、 ガ ラ ス等 も 対象。 保 険金 は 対人 5 億 円 、 対物
5,000万 円 。 今、 お す す め です。

第一賠責シルバー
低 コ ス ト で必要な補償 を カ バ ー で き る 新商 品

賠責第二動産総合
施主 の保 険 ＝ 第二。 看板本体の保 険 口 動産総合。
物件 ご と の加 入が出来 ま す。

社団法人全 日 本屋外広告業団体連合会
引 き 受 け保険会社東京海上 自 動火災保険株式会社

代理店 ・ 有 限会社 ア ー ルエ ー ジ ェ ン シ ー

啓
発
事
業
委
員
会
副
委
員
長
（
前
情
報
文
化
委
員
長）

と
し
て
の

四
年、
が
あ
っ
と
い
う
間
巳
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
だ。

最
後
く
ら
い
は
：
：
：
と
思
い、

こ
の
「
と
う
ほ
＜」

巳
初
め
て
寄

稿
さ
せ
て
頂
き
ま
し
だ。
（
寄
稿
と
言
う
巴
は
甚
だ
稚
拙
で
お
恥、
ず
か

し
い
の
で
す、
か）

参
考
巳
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
直
そ
う
と

思
つ
だ
ら、

か
な
り
の
号、
か
見
当
だ
ら
ず、

自
分
の
管
理
の
悪
さ
C

ぼ
と
ぼ
と
呆
れ
て
し
ま
い
ま
し
た。

同
時
巴
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
管
理
で
き
た
ら
い
い
の
巳
：
：
：
と
思
い、

こ
れ
を
書
い

て
い
る
現
在、
最
後

の
お
仕
事
と
し
て
奮
闘
中
で
あ
り
ま
す。

会
後
も
「
機
関
紙
と
う
ほ
＜」

と
東
北
の
組
合
員
皆
さ
ま
の
更
な

る
発
展
を
祈
念
し
て、

最
後
の
編
集
後
記
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す。

四
年
間
ご
協
力
及
び
ご
指
導
を
賜
り
あ
り、
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。

木
村

光
徳




